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研究成果の概要（和文）：　日本語はオノマトペが豊富で、コピュラ「デアル」や軽動詞「スル」を伴い述語と
して用いられる。そのため「語根には範疇指定がない」とする分散形態論の検証に最適である。
　研究の結果、当該現象は範疇を決定する機能範疇の形態的実現にかかる語彙挿入規則の精緻化によって説明可
能であるとの結論に達した。
　成果は日本英語学会2018年第36回大会ワークショップ「形態論から見た統語論・意味論：軽動詞構文、程度表
現、オノマトペ」（岸本秀樹・渡辺明・漆原朗子）及び019年第37回大会シンポジウム「統語-音韻インターフェ
イスに必要な情報の表示をめぐって」（木村博子・成田広樹・多田浩章・渡辺明・漆原朗子）として発表した。

研究成果の概要（英文）：Japanese has abundant onomatopoeia, which can be used as predicates 
accompanied by the copula 'de a-ru' and the light verb 'su-ru.' Therefore,this phenomenon is the 
best case for the verification of Distributed Morphology, one of whose main tenet is that roots are 
not specified with category.
Research led to the conclusion that the phenomenon can be explained by elaborating on Vocabulary 
Insertion rules relevant for morphological realization of the functional categories which determine 
the category of the root.
The results were presented in "Syntax and Semantics Viewed from Morphology: Light Verb 
Constructions, Degree Expressions and Onomatopoeia", Workshop at the 36th Conference, 2018 (Hideki 
Kishimoto, Akira Watanabe and Saeko Urushibara), and "On the Representation of Information Necessary
 at Syntax-Phonology Interface", Symposium at the 37th Conference, 2019 (Hiroko Kimura, Hiroki 
Narita, Hiroaki Tada, Akira Watanabe and Saeko Urushibara), both in English Linguistic Society of 
Japan.

研究分野：言語学（生成文法）

キーワード： 分散形態論　統語論　オノマトペ　コピュラ　形容詞　形容動詞　複雑述語

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
　オノマトペはソシュールの「言語記号の恣意性」の反例ともされ、その音韻的側面、および音象徴（Sound 
Symbolism）の観点からは多くの研究がなされてきた。また、昨今では認知言語学の立場から類像性
（iconicity）に関する研究もおこなわれている。
　しかしながら、生成文法の枠組みによる研究はほとんどなかった。本研究では、語根の反復
（reduplication）、鋳型による形態論（templatic morphology）などの生成音韻論の概念と手法によってオノ
マトペの音韻と意味の対応を分析すると共に、派生された語幹の分散形態論の範疇決定機能範疇による述語化と
いう革新的な分析を提示した。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

 研究代表者である漆原は博士論文（Urushibara(1994):p.7 20）以来、生成文法理論の枠組み
で英語・日本語・朝鮮語を中心に形態論および形態統語論の分析を行ってきた。特に、Halle and 

Marantz (1993)によって最初に定式化された分散形態論（distributed morphology: DM）につ
いては、漆原がブランダイズ大学大学院博士課程在籍中の 1992 年度秋学期にマサチューセッツ
工科大学において Halle と Marantz による講義を直接受講して以来、DM における文法の各部
門の関係やインターフェイス、また、形態論の他のアプローチとの差異に関する経験的証拠につ
いて考察を進めてきた。その直接的成果は英語の完了相に用いられる過去分詞の実現における
規則動詞と不規則動詞の違いを DM と非形態素形態論（Anderson (1992)）で分析するという提
案（科学研究費補助金研究 p. 8①および）である。 

また、Urushibara(1994)で具体的に分析した日本語の形容詞類については、その発展が日本
語感情形容詞に関する科学研究費補助金研究（p. 8 ②）に結実した。 

状態性述語に継続的に関心を抱き、論文・学会報告等を通じて他の研究者に発信（p.7 17、15 な
ど）、有益なコメント等に基づき、展開を進めている。 状態性述語、特に形容詞類の研究は不
可避的に相(aspect)・法(modality)の研究にも展開する。そのため、同時進行的に英語の過去分
詞に関する研究（科学研究費補助金研究（p. 8 ①）、進行相と完了相に関する英語・東京方言・
北部九州方言の比較研究（科学研究費補助金研究（p. 8 ③））などを行ってきた。さらに、最近
は「まい」などの法要素の形態統語的研究も行っている（p. 6 １、2）。 

 一方、2000 年代に入り、形容詞類の研究に関する研究が多く出現してきている（Baker(2004)、
McNally and Kennedy(2008)、Cinque(2010)など）。 しかしながら、この動向においても、次
の 3 点の課題がある。まず、状態述語の意味的研究はそれなりに多く、また、Urushibara(1994)、
Nishiyama(1997)など、形態統語論および形態論的アプローチは見られるものの、形態・統語・
意味をそれらのインターフェイスも視野に入れた体系的かつ包括的研究は行われていない。 

 第二に、多くの印欧語では形態的に明示的な繋辞（コピュラ）についても、日本語のそれにつ
いての同定は明確にはされていない。生成文法の枠組みでも、1960 年代以来の一連の日本語研
究の中で、統語的分析の一環として繋辞の形式が規定されることはあっても（例えば Kitagawa 

and Ross(1973)の「学生である人」「学生の人」はそれぞれ時制のある繋辞と時制のない繋辞な
ど）、形容詞やいわゆる形容動詞については、Urushibara (1994)、Nishiyama(1997)の提案はあ
るものの、明確な結論には至っていない。 

しかしながら、この動向においても、次の 3 点の課題がある。まず、状態述語の意味的研究は
それなりに多く、また、Urushibara(1994)、Nishiyama(1997)など、形態統語論および形態論的
アプローチは見られるものの、形態・統語・意味をそれらのインターフェイスも視野に入れた体
系的かつ包括的研究は行われていない。 

 第二に、多くの印欧語では形態的に明示的な繋辞（コピュラ）についても、日本語のそれにつ
いての同定は明確にはされていない。生成文法の枠組みでも、1960 年代以来の一連の日本語研
究の中で、統語的分析の一環として繋辞の形式が規定されることはあっても（例えば「学生であ
る人」「学生の人」はそれぞれ時制のある繋辞と時制のない繋辞など）、形容詞やいわゆる形容動
詞については、Urushibara(1994)、Nishiyama(1997)の提案はあるものの、明確な結論には至っ
ていない。 

 

 

２．研究の目的 

分散形態論（distributed morphology: DM）の以下の 2 点の主張について、通言語的な事実
に鑑みて普遍的な部分と言語個別的な部分を形容詞類の屈折およびオノマトペが種々の述語と
して用いられる際の形態の分析を通して明らかにする。その際、DM ではあまり明示的には議論
されていない英語の変換（conversion）の過程も比較する。 

1. Morphology after Syntax：統語構造が組み立てられた後に語彙が挿入される 

2. 語根（root）は範疇を持たない：統語構造に挿入される際に次のいずれかの手順により決定 

  a. 語根が挿入される統語上の位置（英語など） 

  b. 語根に付加する顕在的な要素（日本語など） 

 

３．研究の方法 

(1) 文献収集：理論言語学関係図書・国語学・日本語学関係図書 
(2) 調査・研究：人間文化研究機構（国立国語研究所）・国立国会図書館等にて資料収集・調査 
(3) 研究打ち合わせ：神戸大学・福岡大学 
(4) 学会/研究会参加・発表：日本言語学会・日本語文法学会・日本英語学会 
 
 



 

 

４．研究成果 
 
2018 年日本英語学会第 36 回大会 
<Workshop Report> JELS 36 

形態論から見た統語論・意味論： 
軽動詞構文、程度表現、オノマトペ* 

（Syntax and Semantics from the Morphological Point of View: 
Light Verb Construction, Degree Expressions and Onomatopoeia） 

 
漆原 朗子（Saeko Urushibara） 
北九州市立大学（University of Kitakyushu） 
岸本 秀樹（Hideki Kishimoto） 
神戸大学（Kobe University） 
渡辺 明（Akira Watanabe） 
東京大学（University of Tokyo） 
 
キーワード：軽動詞, 程度表現, オノマトペ 
 
0. はじめに 

 
 本ワークショップでは、日本語の軽動詞構文、程度表現、オノマトペを英語などの他言語と比
較しながら分析することによって、それぞれについてこれまで一般的に想定されてきた枠組み
や分析に一石を投じるような経験的証拠を提示することを試みた。そして、そのことを通して形
態論と文法の各部門の関係、とりわけ、辞書部門（the lexicon）の存在と語彙的操作、統語構
造と意味の対応などについての理論的帰結を考察した。 
 
 
1. （発表 1）軽動詞構文に現れる項の認可について（岸本） 

 
 「動名詞+する」の形式を持つ軽動詞構文では軽動詞「する」に（構文に対して実質的な意味
を与える）動名詞が組み合わされ、複雑述語のようにふるまう。この軽動詞構文に関しては、軽
動詞の「する」がそれ自体では項に与える意味役割を持たないとする Grimshaw and Mester 
(1988)の考え方と、「する」が項に与える意味役割を持つとする考え方が対立する（後者につい
ては Uchida and Nakayama (1993)などを参照）。本論では、軽動詞構文の「する」が意味役割を
持つという考え方に対する支持を与える新たな経験的なデータを提示した上で、動名詞と軽動
詞が複雑述語を形成するのではなく、軽動詞が動名詞を項にとる構文を形成し、項の意味役割の
付与が動名詞と「する」のそれぞれの領域で起こることを示した。さらに、動作主主語構文と非
動作主主語構文で「する」の持つことができる項構造が異なることも論じた。特に、動作主構文
の主語の意味役割が「する」に由来するのに対して、非動作主主語構文の主語の意味役割は動名
詞に由来することを示した。 
 
 
2 （発表 2）名詞の最上級？（渡辺） 
 
 本発表は、「一番」という最上級をあらわす程度修飾表現が名詞に直接結びついているように
見える場合の分析として、音形のないサイズ修飾語が構造上存在しており、通常の最上級のよう
に「一番」は名詞ではなくサイズ修飾語の方と結びついていると考えるのが妥当であると提案し
た。主たる根拠は、当該のパターンが可能な名詞が、「だい」や「おお」の接頭辞、または、「だ
いの」による修飾を受け入れて程度の意味をあらわす名詞とほぼ重なるという事実である。意味
的におおよそ対応すると見られる英語の名詞が big による修飾を許しているという、Morzycki 
(2009) による観察もこれを後押しする。このことに、最上級で補充形態がみられる数少ないパ
ターンにサイズ修飾語が含まれているという Bobaljik (2012) による類型論的知見を加えれば、
音形なしの形態も補充法の一種であると理解でき、本提案をさらに補強する材料となる。発表で
は、最上級以外にも音形のないサイズ修飾語を想定した方がよいと思われる場合を日本語や英
語その他でいくつか指摘した。 
 
 
3. （発表 3）オノマトペの述語化（漆原） 

 
 本発表では分散形態論の枠組みで日本語オノマトペの様々な形態的実現を分析した。 
 Halle and Marantz (1993)、Embick and Noyer (2007)、等によれば、統語論における終端節
点には音形表示のある語根と音形表示を持たない抽象的形態統語素性があり、 語根は範疇を持



 

 

たず、範疇は機能範疇によって決定される。オノマトペはその本質から範疇が明確とは言えず、
特に日本語はその豊富さと範疇的実現の多様性から DM の主張を検証する事例となる。一方、認
知言語学、語彙意味論等でオノマトペの様々な意味的特性が指摘されてきたが、DM の枠組みで
は論理形式での解釈にかかわるすべての素性は統語論に存在しなくてはならない。 
 そこで、オノマトペの韻律的・鋳型的な一般化と生産性を捉えるための道具立てとして、範疇
決定にかかわる機能範疇の内部に意味的な素性を仮定し、韻律（例えば Mester and Ito (1989)
が提案する口蓋化による liquid 素性の付与（「パタパタ」→「パチャパチャ」）や鋳型（「すっき
り」「はっきり」等 cf. McCarthy and Prince (1995) 他）が Spell-Out 後に語彙項目として挿
入されると分析し、日本語オノマトペの形態と意味の規則的対応の統語的分析が可能となると
提案した。 
 
* 本ワークショップは日本学術振興会科学研究費補助金基盤研究（C）「分散形態論の批判的検
証：日本語オノマトペの述語化と英語の転換に着目して」（課題番号：17K02816 研究代表者：
漆原 朗子 連携研究者：岸本 秀樹・多田 浩章・渡辺 明）の助成を受けたものです。ワー
クショップ参加者の皆様からの有意義なコメント・ご質問に感謝します。 
 
 
2019 年日本英語学会第 37 回大会 
シンポジウム 

「統語-音韻インターフェイスに必要な情報の表示をめぐって」 
 

司会：漆原 朗子（北九州市立大学） 
講師：木村 博子（千葉工業大学） 

成田 広樹（東海大学） 
漆原 朗子（北九州市立大学） 

渡辺 明 （東京大学） 
ディスカッサント：多田 浩章（福岡大学） 

要旨 
漆原朗子（北九州市立大学） 
 
 極小主義理論は限られた素性の集合、構造を組み立てるための操作である併合、および併合に
よって生成されたフェイズを音韻・意味部門に送るための転送のみを仮定する。同時に、理論は
感覚運動系および概念意味系とのインターフェイスであるスペルアウトにおいて必要十分な情
報を保証しなければならない。 
 しかし、転送に関しては音韻および意味の写像は平行的に収束するのが理想であるが、
Chomsky(2013: p.107 および fn.12)も指摘する通り、そこには非対称性が存在する可能性があ
る。さらに、分散形態論の主張に基づき語彙部門が解体された場合、派生語や複合語など従来は
語彙部門における形成と考えられてきた要素も統語論あるいはそれ以降の部門において扱われ
ることとなる。 
 本シンポジウムでは統語論、音韻論、形態論にかかわる問題について概念的および経験的な観
点から議論し、より制限された文法理論のありかたを考える。 
 
（発表 1） 
削除が意味解釈に及ぼす影響について 
木村 博子（千葉工業大学） 
成田 広樹（東海大学） 
 

本発表は、様々な省略構文において削除が意味解釈に与える影響を考察する。例えば、why-
stripping((1)参照)や短縮応答((2)参照)等の動詞句や複合語の一部の残留を許す省略構文では、
慣用表現としての非構成的解釈は取り難く、構成的解釈のみが可能である。 

 
(1) A:太郎が市長に手をあげた。 

B1:なんで手(を)? B2:なんであげた(の)? 
(手をあげる―構成的解釈：手を上に掲げる；非構成的解釈：殴る、立候補する) 

(2) A:あの女優は何作りが得意なの? 
B:役です。 

(役作り―構成的解釈：(ポーカー、麻雀等の)役を作ること；非構成的解釈：演技を工夫する
こと) 

本発表では、当該の非構成的解釈の欠如に対し、「非構成的解釈は、語彙(音韻素性)の後期挿
入の結果に基づき辞典(Encyclopedia)部門において決定される」とする分散形態論(Marantz 
(1996)参照)に依拠した分析を提案する。 
 



 

 

Marantz, Alec (1996) “‘Cat’ as a Phrasal Idiom:Consequences of Late Insertion in 
DistributedMorphology,” ms., MIT. 
 
 
（発表 2） 
複合語の音韻的実現およびオノマトペ述語の意味解釈に必要な情報について 
漆原 朗子（北九州市立大学） 
 

動詞由来複合語は連濁において項/付加詞非対称性が観察される。しかし、3 モーラ動詞では
「人」を指す場合以外は全て連濁する。 

 
(1) a. 窓ふき/空ぶき 

b. 魚つり/沖づり 
(2) a. 指づかい/魔法つかい/普段づかい 

b. 金ばらい/露はらい/着ばらい 
 

次に、通常は軽動詞と共に変化を表すオノマトペでも繋辞と共に主語の心理状態を表すこと
ができる。 

 
(3) a. 私は（彼には）がっかり/びっくり/はらはら/どきどきだ。 
 

さらに、2 モーラを完全反復したオノマトペの多くは繋辞と共に状態を表すが、そうでないも
のは動詞的あるいは副詞的にしか用いられない。 

 
(4) a. がさがさ/*がさごそだ。 

b. がたがた/*がたごとだ。 
 

分散形態論によってこれらを説明するために、無範疇の語根がいかに述語として実現され、ま
た、統語構造が音韻部門でどのように保持されているのかに関して提案を行う。 
 
 
（発表 3） 
Pred0 

渡辺 明（東京大学） 
 
本発表では、Matushansky (2019) が Pred0 の存在に疑義を呈しているのに対し、英語および日
本語の現象の分析を通して、Pred0 の役割を明らかにすることを目標とする。日本語の観点から
は、Nishiyama (1999)によって提案されているように「で」が統語構造で Pred0 として働いて
いることを確認した上で、Pred0 の形態的要請がもたらす帰結を小節について検討する。また、
「で」が分裂文にも出現することから、Pred0 が焦点を表示するための投射の主部と密接な関係
にあることを論じ、英語の小節が逆転語順の擬似分裂文であることを許すのは Pred0 と Foc0 の
類縁性によるものであるという可能性を追究する。Pred0 が Foc0 と類似の範疇であるならば、
焦点解釈を強制しないことを明示するという意味的な働きを同定できることも、このあらたな
視点から得られる帰結に数えられる。 
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